
歴史文化クラブ１２月研修会 

座学実施要領 

【Ⅰ】講師・テーマ（敬称略） 

①川井代表

仏の教え ―中道・智慧・愛憎― 

②岩本

法華寺の歴史 

③鈴木

謎の豪族息長氏あれこれ 

④その他

フリートーキング 

―来年度の活動について― 

【Ⅱ】時間 

午後 1時～午後４時 

講師の持ち時間は、各々40 分、質疑・休憩は 10分とする 

【３】場所 

「佐保川地域ふれあい会館」 

10月 31日 

歴文事務局 古川祐司 



歴文１２月研修会スケジュール 
（１２月１３日）（土） 

 

『午前の部』・・・地元史探訪 

（集合）９：３０    （出発）近鉄奈良駅 9：35 

⇒県立美術館 9：40⇒（見学４０分）発 10：20・・・（入場料８００円 団体割引あり） 

⇒称 名 寺 10：30⇒（見学２０分）発 10：50・・・（鈴木世話人解説） 

⇒鉄道公園（長慶寺入口）11：00 

⇒常陸神社着 11：20⇒（拝観１０分）発 11：30・・・（鈴木世話人解説） 

⇒狭岡神社着 11：40⇒（拝観１０分）発 11：50・・・（鈴木世話人解説） 

⇒不 退 寺 12：00⇒（拝観２０分）発 12：20・・・（拝観料５００円 団割あり、川井代表解説） 

⇒佐保川地域ふれあい会館 着 12：30   

⇒昼食休憩（４０分）⇒午後の部 開始１３：１０ 



 

『午後の部』 

Ⅰ、座学  「佐保川地域ふれあい会館 講座室（１時１０分 開講） 

 

講師・テーマ（敬称略） 

①川井 秀夫氏   仏の教え ―中道・智慧・愛憎― 

 

②鈴木 末一氏   法華寺の歴史 

 

③岩本 次郎氏   息長氏あれこれ 

 

Ⅱ、自由懇談 

来年度の活動について 

 

＊＊ 終了予定 午後４時 ＊＊ 
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１２月歴文研修会資料（２０１４／１２／１３）



12月 歴文・座学研修資料
261213

佛 の 教 え

歴史文イじクラフ

川 丼 秀 夫
1.日本仏教 開祖の名言

宗 派  開 祖

天 台 宗  最 澄  忘己利他・照千一隅  (他人を思いやり人々に希望を与える。)

真 言 宗  空 海  虚空尽き、衆生尽き、浬槃尽きなば、我が願いも尽さん。

(大宇宙と渾然一体となつた心)

曹 洞 宗  道 元  只管打坐・心身脱落

(ひたすら坐る事で世界が見えて<る )

臨 済 宗  栄 西  志は煙霞 (自然)にあり。

(移 りゆく自然美を修行の手立て、山水には得失なし、得失は人の心にあり)

浄 土 宗  法 然  かなしきかな、かなしきかな。いかんせん、いかんせん。

戒定彗 (三学)・ ・・持戒 (戒を守る)禅定 (精神統―)智慧 (煩悩を絶つ)

日 蓮 宗  日 蓮  現実世界を離れて浄土はあり得ない。

(法難を克服し、末法の世の人を救う)

浄土真宗  親 鸞  非僧非俗  「他力」こそ悟りへの道。阿弥陀佛への誓願。

嘆異抄に、弟子一人も持たずさふらふ 。・・とある。

真言律宗  明 恵  悟りを求める心がなければ、人間は生きられない。

(叡 尊 ・ 忍 性) (華 厳教学と真言密教を兼修する)戒律護持・戒の復興。

法 相 宗  行 基  土木集団を組織した天平の異才。

(良 弁 。思 源) 大仏造立の立役者。勧進僧から大僧正・菩薩の尊称。

黄 棄 宗  隠 元  臨済宗など既成宗派から拒絶され新宗派開<。 禅の中興の祖。

時  宗  一 遍  全てを捨てよ。阿弥陀念仏と0昌 えるだけ。「遊行僧。踊り念仏」
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2.賢 人たちの蔵言

道元の言葉    仏道をならうと云うは 自己を知るるなり
自己をならうと云うは 自己を忘るるなり

(無一物中無尽蔵)

方 丈 記    行<川の流れは絶えずして しかももとの水にあらず

淀みに浮かぶうたかた かつ消えかつ結びて 久し<留まり
たる例なし 世の中にある人と棲家とまたか<の如し

良寛の辞世    うらを見せ おもてを見せて 散るもみじ

山 水 経    山と水は仏のお説教である。理屈・価値観ではない。

二宮尊徳の教え  水の動き 。・押せば入る。引き寄せれば逃げる。
(自 他 利 行)

芭 蕉  笈の小文
見るところ 花にあらすと いふことなし

思ふところ 月にあらずと いふことんじ

*   古池や かわず飛び込む 水の音

道 元  傘松道集
春は花 夏ほととぎす 秋は月 冬雪さえて冷しかり

3.仏 教 への誘 い

中  道  ・・・ 極端からは何も生まれない

智  慧  ・・・ よりどころになるのは知識ではな<智慧

愛  憎  ・・・ 僧しみを哀れみに変える視点

無  明  ・・・ 誰の心にも居座る無明の世界

四  諦  ・・ 。  この世は四つの真理で成り立つ

三  世  ・・・ 過去 。現在・未来を生きる

(2)



息長氏あれ これ 2014.12. 13 岩本 次郎

I 古事記の伝承からの推論

1 開化天皇 (9代)が丸遭臣 (フニノオミ)の祖先のヒコクニオケツノミコ トの妹と結婚して生まれた子が日子

坐王 (ヒ コイマスノキミ)で、この王が近江の御上 (ミカミ)の祝 (ハフリ)が祭る天之御影神の女、息長水依比売と結婚

して、生まれた子が、丹波比古多多須美知能宇斯王など5人である。 (開化天皇段)

推論① 滋賀県野洲郡の三上山に対する信仰や和珂臣との関係を推察できるか。

2 日子坐王が母の妹オケツ姫と結婚 して生まれた子が山代之大筒木真若王 (やシロノオホツツキノマワカノキミ)で、こ

の王の孫として息長宿祢王があり、このオキナガスクネ王が葛城之高額比売と結婚 して生まれた子に

息長帯比売命 (オキ静
゛
タラシヒメニミコト=神功皇后)と 息長 日子工の名がみえる。 (開化天皇段)

推論② のちに継体天皇が筒木官を営む京都府綴喜郡との関係が想定される。

3 倭建命 (や トタクルバコト)と ある女人とのFFlに生まれた息長田別王の孫に、息長真若中比売 (オキナカ
゛
マリカナカ

ツヒメ)がみえる。 (景行天皇段).

4 応神天皇 (15代)がオキナガマワカナカツヒメとの間に若野毛二俣王 (ワカヌケフタマタノキミ)を もうけるが、

この王の子に大郎子 (オホイラツコ)ま たの名意富富抒王 (オホホト
゛
ノキミ)と 忍坂之大中津比売命がみえる。オホホ

ドノキミは継体天皇 (26代 )の曾祖父に当り、三国君 。波多君・息長坂君 *・ 酒人君 らの祖であり、忍

坂之大中津比売命は允恭天皇の皇后となる。 (応神天皇段) *息 長坂君は慮、長君・坂田君の誤写か

推論③ 三国・息長・坂田は何れも継体天皇と関わりのある地名である。

5 応神天皇の五世の孫衰本抒命 (淋 ドバコト=継体天皇)が息長真手王の女、麻組郎女 (ヲクミノイラツメ)と 結

婚 して生んだ子として佐佐宜郎女 (彎ケ
゛
ノイラツメ)の名がみえる。 (継体天皇段)

6 敏達天皇 (30代)が息長真手王の女、比昌比売命 (い ヒメバコト)と 結婚 して生んだ子として、忍坂日子

人太子 (オ滑カノヒJと トパコ=押坂彦人大兄皇子)ま たの名は麻呂子工の名がみえる。 (敏達天皇段)

推論④ この押坂彦人の子が舒明、孫に皇極 (斉明)・ 孝徳と続き、舒明と皇極の間に、天智・天

武が誕生し、以後、持統一文武へと続く。いわゆる敏達王統の成立に慶、長氏のF15わ りを示すものか。

日本書紀

息長足日広額天皇 (舒明、34代)の父は押坂彦人、母は糠手姫皇女 (敏達の皇女)と いうし

推論⑤ 舒明天皇の倭風詮号にみる慶、長は敏達記の比昌比売 (広姫)に困むものであろう。詮号の

Ⅱ

　

　

‐



「タラシ」は次の皇極 (天豊財重 日足姫)に もみられるが、遡つて景行 (12代 、大足彦忍代別)・ 成

務 (13代、稚足彦)・ 仲哀 (14代、足仲彦)。 神功皇后 (仲哀妻、気長足姫)の詮号にもみられる。

舒明・皇極のFH3の子である天武が古事記編纂を命 じたことを思えば、景行～神功皇后の論号には、舒

明 。皇極の論号が反映されて造作されたと推定されるc

2 皇極天皇元年 (642)12月 1日  息長山田公、舒明天皇の殖官において日継之事を課 (シノヒ
゛
コ
゛
卜)する。

3 天武天皇13年 (684)10月 1日 守山公・三国公・営麻公 ,息長公・坂田公ら13氏 に真人の姓を賜 う。

4 持統天皇6年 (692)11月 8日  新羅に派遣する使、息長真人老らに物を賜 う。老は翌年3月 にも物を

賜 う。慶雲2年 (705)従4位下、右大弁.兵部卿・左京大夫を経て、和銅5年 10月 (712)没、時に従4位上.

続 日本紀

大宝3年 (703)10月 9日  従4位上息長王、持統天皇の御葬司の造御竃副長官、養老7年 (723)正月に

Ⅲ
　
　
ｌ

正 4位上

2 和銅 7年 (714)正月 5日  正6位下息長真人臣足、

按察使`懐風藻に享年四十 四 とし、五言の詩一首

* 続日本紀には上記の他に息長真人が7人みえ、

いずれも有位者であるが、従5位上以下である。

なお、正倉院文書には11人みえ、舎人2人・

画師4人 。経師1人・仏工1人、その他3人である。

また、本簡には5人みえ、従6位下と大初位上

各1人がいる。

さらに複姓氏族として、息長丹生真人6人 が

みえ、正5位下遣官少輔1人 、外従5位下1人、

画師3人、仏工1人 である。さらに、本簡により、

坂 田郡には 「上入」・ 「下入」の里があ り、

丹生里があったことが分かる。丹生は水銀の

生産 と関わるとい う〔

その後、従5位下を受位、養老3年 (719)7月 出雲守で

「春日侍レ宴」を載せる。

継体天皇関係地図
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十一面観音と光明皇后の伝説 「日本最初の福祉。光明皇后 法華寺 」。

① 法華寺の十一面観音像に秘められた伝説

昭和３２年に、今は亡きインドのネール首相が、非公式に、奈良は法華寺に訪れました。御本尊は

「十一面観音像」の御姿が、あまりにも故国の仏像に酷似していたことに驚かれたそうです。

その昔、天竺（インド）の見生（けんしょう）王という王様がいました。

王様は、熱心な仏教の信者であり、生身の観音を一度でも拝みたいと、熱望されました。ある日、「東方

の日本に光明皇后という観音がいる」と、天の声が聞こえたのでした。王自らが国をあけて出向くわけに

はいかず、仏師の問答師（もんどうし）を、日本に遣わしたのでした。問答師は、光明皇后に拝謁が叶い、

三体の像をつくりました。一体は、宮中へ献上しました。もう一体は、天竺の王のもとへ。もう一体は行

方不明になったそうです。

大化改新の立役者であり、藤原氏の祖の中臣鎌足の次男、藤原不比等の旧宅です。後に、娘である藤原

安宿媛（ふじわらのやすかべひめ）が、聖武天皇の后となったときに皇后宮としました。更に後、寺に

改めたのでした。

若干２４歳で即位した聖武天皇を支えていたのが、妻であるこの藤原安宿媛で、後の光明皇后。正式な

尊号は天平応真仁正皇太后。民間出身の皇后の第一号です。

しかし、皇族ではない彼女は、藤原氏の権力をもって后になったと、陰ながら誹りをうけます。そんな

中傷をものともせず、天皇を支え、貧困と伝染病にあえぐ民衆のために奔走されていました。仏教を深く

信仰されていました。とても慈悲深く、また聡明なうえ、光り輝く美貌だと伝えられています。それ故、

光明子、光明皇后と人々に尊敬の念で呼ばれるようになったのでした。

② 福祉への取組み

政情不安そして、飢饉や疫病に日本中があえぐ中、社会福祉に大変貢献されます。

日本最初の福祉を行ったのが、この光明皇后が開いた悲田院、施薬院といわれています。悲田院は、

身寄りのない子どもや年寄りの世話をしました。施薬院は、貧しくて医師に診てもらえない者に治療を

施します。

明治天皇の皇后・昭憲皇后は、養育院や病院へ多額のお金を下賜し、災害や事故があると慰問をされ

ました。障害者への保護にも熱心に取り組まれておりました。

光明皇后から後、昭憲皇后が、現在の皇室の福祉への取り組みの原型を作ったと言われています。

光明皇后は、自宅に浴室をつくり「千人の体を洗う」という誓いをたてられました。それだけではなく、

自ら病人の体をふいたり、さすったりされたそうです。伝説では、千人目に皮膚病の患者が現れ「体の

うみを吸い取ってほしい」と懇願するのでした。光明皇后は、願いを聞き届け、そのとおりにすると、病

人は光り輝く仏になったという。

③ 十一面観音像は、光明皇后のお姿を写したもの

「ふちはらのおほききさきをうつしみに あひみることくあかきくちひる」

会津八一が歌った御本尊は、普段厨子に秘められており、残念ながら拝観することができません。

通常拝観できるのは、御分身の十一面観音像です。（松久朋琳・宗琳）

※ 特別拝観日

３／２０～４／７

６／５ ～６／１０

光明皇后御命日：６／７

１０／２４～１１／１２
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法華寺の歴史と伽藍配置

① 法華寺と海龍王寺

『続日本紀』天平 10 年 3 月 28 日(738 年)に「施隅院食封一百戸」とあり、天平神護 2 年(766 年)には
「奉請隅寺毘沙門像所現舎利於法華寺」と記されている。それが、『七大寺巡礼私記』保延 6 年(1140 年)
に海龍王寺の寺号が出てくることから海龍王寺が建てられて後の初期に於いては皇后宮(法華寺)の隅寺と

か隅院という意味合いのものでなかったろうかと奈良県史では記している。

② 法華寺縁起

法華寺は、聖武天皇御願の日本総国分寺である東大寺に対して、光明皇后御願に成る日本総国分尼寺と

して創められた法華滅罪之寺であります。寺地は平城宮の東北に位し、藤原不比等公の邸宅だったのを、

皇后が先帝ならびに考批のおんために改めて伽藍となし給うたもので、以来星霜千二百五十年、おん慈し

み深かった皇后の御精神を伝え、道心堅固に護られてきた女人道場「法華寺御所」であります。従って草

創以来朝野の尊崇を集め、天平勝宝元年には詔して墾田一千町歩を施人せられ、大同年中には駿河、美濃、

上野、武蔵、越後、伯耆、出雲その他に寺封五百五十戸を持つなど、天平の大伽藍にふさわしく堂宇もま

た金堂、講堂、東西両塔、阿弥陀浄土院と荘厳のかぎりをつくしていたのであります。

しかしながら時勢とともに寺運ようやく衰え、中世の記録はさだかではありませんが、叡尊興正菩薩の

再興、さらには豊臣秀頼公の外護、徳川氏の寺領二百二十石寄進などあったとは申せ、ついにほとんど旧

来の寺観を失うて今日に及びました。寺史を繕いて感慨を禁じ得ぬもの、ひとり当寺を護るもののみでは

ありますまい。ただ、そのなかにあって、今なお世の名宝と仰がれる本尊をはじめ幾多の文化財を遺して

きたことは、お互いにありがたぃことと申さねばなりません。

貞明皇后様におかせられましては、大正十二年には本尊御宝前に菊御紋章入り御燈籠一対を御献納遊ば

され、大正１５年５月には祈願佛を当寺へ御遷座遊ばされましたが、以来門主は日夜、御祈願申しあげて

おられます。

③ 今日の寺観

古の平城京左京一条、いま奈良市法華寺町の一廓に築地をめぐらして南大門を開いています。境内史跡

指定建築物はこの南大門と本堂、鐘楼の三棟で、いずれも桃山時代に再建された重要文化財であります。

本堂は慶長六年（西暦 1601）豊臣秀頼公が淀君とともに片桐且元を奉行として再建した四注造・本瓦
葺・桁行七間梁間四間の、もとの講堂であったらしく、その旨は勾欄の擬宝珠や本尊須弥壇の銘文によっ

て明らかであり、向拝の蟇股・手挟の豪華な絵様彫刻に、桃山建築の精粋をうかがうことができます。

この堂の解体修理が行われた際、天平創建当時の礎石や古い柱根を発掘し、声なくして寺史の悠遠なこ

とを偲ばせました。この古い礎石は、鐘楼の地下からも発見されております。
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鐘楼の東北、別の廓内にある「から風呂」は、本願光明皇后が千人の垢をお流しあそぱしたという由縁

を伝えるもので、現在の遺構は慶長年間に修理されたものです。もって皇后のお徳をお慕いすることがで

きましょう。なお南の築地外にあった横笛堂は、現在境内に移されたが、中世の当寺への信仰を物語るも

のであります。滝口人道との恋に破れてこの寺に人り、髪をおろして仏道修行に明け暮れた雑司横笛が住

まった古跡と伝えています。

本堂の北に続く本坊書院は京都御所のお庭を移築したと伝えられる庭園で、史跡名勝になっています。

奈良では数少ない遺構の一つで、これは皇室との関係深い当寺の近世における貴重な史料です。

④ 阿弥陀浄土院

浄土庭園を持つ寺院と

しては、平安時代の宇治・

平等院が有名です。これに

倣ったのが平泉の毛越寺や

無量光院です。さらにこ

の平泉に倣ったのが福島県

いわき市にある白水阿弥陀

堂です。平泉の藤原清衡の

娘が当地に嫁いできて建

立しました。“白水”の名は

“平泉の一字「泉」を分解してつけたといわれてい ます。現在は発掘・復元されています。

さらに源頼朝が平泉の藤原氏を滅ぼした時にやはり平泉の堂舎に心を奪われ鎌倉の二階堂に“永福寺（よ

うふくじ）”を建立しました。二階堂と云う地名は平泉の二階大堂大長寿院から来ています。発掘調査さ

れて史蹟に指定されています。畠山重忠が立てた巨石が残っています。

奈良→京都・宇治→岩手県・平泉→福島県・いわき市と神奈川県・鎌倉市と浄土庭園の歴史は引き継が

れて行きました。
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称名寺

文永 2 年（1265 年）に興福寺の学僧が常行念仏の道場として創建したものである。当初は興福寺の別
院で、興北寺（こうほくじ）とも称した。また、侘び茶の祖として知られる村田珠光が 11 歳のときに出
家したとされる。

称名寺という名称は、文永 2年（1265）興福寺の僧、專英と琳英、京都西山三鈷寺の澄忍上人の三僧が、
念仏の道場として開した時に始まります。

① 建造物

本堂

獨盧庵（どくろあん） - 別名珠光庵。村田珠光の好みと伝えられる（現在では否定されている）。三畳
敷であるが点前座の一畳を台目構えとし、また一畳半の鞘の間との敷居を外して四畳半の席にもする

ことのできる、大変珍しい席である。文化年間（1804 年-1818年）の作。
② 珠光忌／５月１５日

侘茶の祖とされる村田珠光ゆかりの寺。当日は茶席が設けられ、接待が受けられます。

③ 石仏群

称名寺の石仏群を代表するのが、「千体地蔵」。一つずつの石仏の大きさは 40 ～ 50cm 程でそれほ
ど大きいわけではありませんが、その数の多さには圧倒されます。

「千体地蔵」と名付けられてはいるものの、その数は何と（ ）体！。

何故、境内にこれほどまでの数の石仏が集められているのか。これらの石仏群、実はかつて戦国武

将・松永久秀によって築城された多聞城の城壁に使われていたもの。戦国の梟雄とも怖れられた松永

が大和国に侵攻し、称名寺の北東に位置する眉間寺山(現在の若草中学校)に多聞城を築きはじめたの

は、永禄 3年（1560）のこと。築城に際して、近郷近在から石材がかき集められ、その中には多くの
石仏も含まれていた。多聞城は松永の勢力衰退にともなって破却されますが、破却から約百年後の貞

享年間（1684－ 1688）、称名寺の観阿上人が城跡付近に散乱していたこれらの石仏を境内に集め、
合祀したのが「千体地蔵」の始まりであると言われています。安土城の造営にも大きな影響を与えた

とされる多聞城。その遺構の一部が「千体地蔵」です。

多聞城ではこのように使われていた？

石垣に転用されている石仏や墓石
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（
第
二
十
一
項
細
記
）
然
ル
ニ
平
城
朝
ノ
頃
ニ
至
リ

佛
教
興
隆
シ
社
地
内
ニ
法
華
寺
海
竜
王
寺
阿
閦
寺
等
建
立
セ
ラ
レ
社
地
漸
狭
シ

又
戦
乱
ノ
余
幣
ト
時
勢
ノ
変
遷
等
ニ
テ
遂
ニ
今
ノ
社
地
ト
ナ
ル
ニ
至
レ
リ

（
四
）
現
在
神
社
境
内
地
地
種
目
及
掲
題
反
別

大
字
法
華
寺
小
字
西
裏
田
第
六
百
番
地
第
一
種
官
有
地
一
千
四
百
二
十
五
坪

（
第
二
）
神
社
名
穪

（
一
）
舊
名
稱
ノ
記
録
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
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往
古
ハ
菟
名
足
社
ト
奉
称
日
本
書
紀
旧
持
統
天
皇
六
年
十
二
月
遣
太
夫
等
奉
新
羅
調
於

菟
名
足
社
云
云
延
暦
ノ
頃
ヨ
リ
法
華
寺
大
神
ト
奉
称

延
喜
式
内
平
城
法
華
寺
大
神
之

神
子
二
人
春
装
束
料
絹
六
疋
五
丈
八
尺
云
云

（
二
）
地
方
通
俗
ニ
唱
フ
ル
名
稱

櫻
梅
天
神
ト
俗
ニ
奉
称

是
ハ
櫻
梅
谷
（
現
社
地
）
ニ
鎮
座
ノ
天
ツ
神
ト
奉
穪
ス
ル
ノ
意

（
第
三
）
祭
神

（
一
）
主
神
及
ビ
相
殿
ノ
神
ト
モ
ニ
現
今
ノ
明
細
帳
ニ
記
載
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ノ
外
種
々
ノ
神
名
ヲ
記
録
ニ
存
シ
又
ハ
口
碑
ニ
傳
フ
ル
モ
ノ
ヲ
其
マ
ヽ
記
入
ス
ル
コ
ト

明
細
帳
ニ
記
載
ノ
外
ニ
異
説
ナ
シ
即

中
座

高
皇
産
霊
神

左
座

太

玉

命

右
座

思

兼

命

（
二
）
地
方
ニ
於
テ
特
ニ
祭
神
ニ
関
ス
ル
御
事
蹟
等
ヲ
傳
フ
ル
事
項
ヲ
精
細
ニ
記
入
ス
ル
コ
ト

御
事
蹟
ノ
傳
ル
モ
ノ
ナ
シ

（
第
四
）
神
階
勳
等

（
一
）
朝
廷
ヨ
リ
品
位
勲
等
ナ
ド
ヲ
授
ケ
奉
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ

三
代
實
録
貞
観
三
年
四
月
授
法
華
寺
従
三
位
薦
枕
高
恩
産

神
正
三
位

又
元
慶
三
年
六
月
奉
進
従
二
位

二
、
神
社
官
領
白
川
吉
田
両
家
ヨ
リ
奉
リ
シ
モ
ノ
又
一
社
限
リ
ニ
シ
テ
伝
来
セ
ル
モ
ノ
即
國
史
ニ
所
載
ナ
ク
白
川
、
吉
田
両
家
ヨ
リ
奉
リ
シ
ニ
非
ス
シ
テ
一
社
限
リ

「
正
一
位
」
ナ
ド
ヽ
伝
承
シ
来
レ
リ
モ
ノ
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不
詳

（
三
）
以
上
ノ
位
記
、
勳
記
、
宣
誓
ノ
類
ヲ
モ
保
存
セ
ル
限
リ
記
ス
ル
コ
ト

ナ
シ

（
第
五
）
舊
社
格

（
一
）
延
喜
式
内
官
幣
大
社
小
社
若
國
幣
大
社
小
社
及
國
史
所
在
社

延
喜
式
内

大
、
月
次
、
相
掌
、
新
掌

（
二
）
中
古
ニ
國
郡
卿
ノ
一
宮
二
宮
三
宮
ト
稱
ヘ
シ
類
又
ハ
何
々
總
社
ト
稱
ヘ
ル
類
ノ
稱
號
ア
ラ
バ
其
ノ
區
別

不
詳

（
第
六
）
社
殿

（
一
）
本
殿
拝
殿
ヲ
始
メ
附
属
建
物
等
ノ
創
建
年
代
往
古
以
来
ノ
構
造
及
沿
革
（
創
建
年
代
詳
カ
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
口
碑
等
ニ
ヨ
リ
想
像
ノ
年
代
）

創
建
ハ
應
神
天
皇
ノ
朝
ニ
シ
テ
延
喜
式
神
明
帳
頭
注
ニ
武
内
宿
祢
勧
請
ト
ア
リ
又
傳
説

ニ
ヨ
レ
ハ
武
内
大
臣
宿
禰
應
神
天
皇
ノ
二
十
年
勅
ヲ
奉
シ
勧
請
ス
ト
言
傳
フ

今
日
ニ
至
ル
一
千
六
百
二
十
余
年
ヲ
経

又
大
和
志
ニ
今
櫻
梅
天
神
孝
謙
天
皇

譲
位
後
暫
為
皇
居
寶
亀
三
年
十
二
月
設
齋
干
此

云
云
ト
ア
リ
往
古
ハ
其
宮
殿
社
地
ノ
大
ナ
リ
シ
事
想
像
ス
ル
ニ
難
カ
ラ
ザ
ル
モ

記
録
啚
画
等
ノ
傳
フ
ル
モ
ノ
ナ
シ
構
造
沿
革
不
詳

（
二
）
現
在
ノ
建
造
物
ノ
構
造

本
殿

向
拝
付
流
造
長
方
形
平
入
桧
皮
葺

桁
行
四
間

梁
行
二
間

社
務
所

平
屋
根
造
瓦
葺

桁
行
七
間

梁
行
二
間
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門
長
家

同
上

桁
行
七
間

梁
行
弐
間
半

（
三
）
建
造
物
繪
圖
ア
ラ
バ
古
今
何
レ
ノ
分
モ
添
付
ス
ベ
シ

ナ
シ

（
四
）
摂
末
社
ハ
別
書
ニ
詳
記
ス
ト
雖
モ
コ
コ
ニ
ハ
建
造
物
ト
シ
テ
其
ノ

一

境
内
末
社

猿
田
彦
神
社

春
日
造
檜
皮
葺

桁
行
二
尺
四
寸

梁
行
二
尺

向
拝
一
尺
二
寸

一

同

天
鈿
女
神
社

同

同

同

同

一

同

手
力
男
神
社

同

桁
行
二
尺
五
寸

梁
行
二
尺
五
寸

向
拝
一
尺
五
寸

一

同

大
宮
媛
神
社

同

桁
行
二
尺
六
寸

梁
行
二
尺
二
寸

向
拝
一
尺
八
寸

一

同

豊
岩
窓
神
社

同

桁
行
二
尺
四
寸

梁
行
二
尺

向
拝
一
尺
五
寸

（
第
七
）
神
體

（
一
）
神
體
ハ
鏡
、
玉
、
劒
、
鉾
、
弓
、
矢
、
影
像
等
記
録
又
ハ
口
碑
ニ
傳
ヘ
タ
ル
モ
ノ
及
其
作
者
姓
名
年
代
等
傳
ヘ
タ
ル
モ
ノ

御
神
體
ハ
拝
シ
奉
リ
シ
事
ナ
シ
又
不
詳

（
第
八
）
神
異
神
託
神
助

（
一
）
祭
神
ニ
関
ス
ル
種
々
ノ
霊
異
或
ハ
祭
神
ノ
託
宣
ハ
冥
助
等
ア
リ
シ
事
實
ニ
ツ
キ
記
録
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
口
碑
ニ
傳
ヘ
タ
ル
モ
ノ

應
神
天
皇
ニ
御
託
宣
ア
リ
テ
武
内
大
臣
奉
勅
勧
請
ト
言
傳
フ
如
何
ニ
ヤ

神
助
ト
シ
テ
ハ
當
社
地
ヨ
リ
流
レ
出
ル
ト
言
フ
薦
枕
川
ノ
水
永
ヘ
テ
尽
ズ
地
方
灌
水
豊
ニ
彌

遠
永
ガ
ク
豊
穣
ヲ
守
給
ヒ
春
秋
ヲ
幸
ヒ
給
フ
ト
言
傳
フ
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（
第
九
）
奉
弊
寄
進

（
一
）
官
幣
又
ハ
國
幣
ニ
預
リ
シ
モ
ノ

日
本
書
紀
旧
持
統
天
皇
六
年
十
二
月
遣
太
夫
等
奉
新
羅

菟
足
社
云
云

延
喜
式

大

月
次

相
掌

新
掌

（
二
）
勅
額
又
ハ
朝
廷
ノ
御
寄
進
武
門
武
将
國
造
國
司
藩
主
領
主
等
ノ
寄
進
ア
リ
シ
モ
ノ

延
喜
式
曰
平
城
法
華
寺
大
神
之
神
子
二
人
春
装
束
六
疋
五
丈
八
尺
襪
料
調
布

八
尺
沓
四
両
云
云
往
古
ヨ
リ
朝
廷
ノ
御
下
賜
数
多
ア
リ
ト
傳
ル
モ
確
タ
ル
記
録
文
書
等
ハ
ナ
キ
シ
ヨ
リ
不
詳

（
第
十
）
神
領
及
社
入

（
一
）
以
前
ニ
於
テ
神
社
ニ
属
セ
シ
田
畑
山
林
原
野
ノ
字
及
段
別

天
平
二
年
大
和
國
大
税
帳
（
正
倉
院
御
文
書
）
曰
菟
足
社
戸
稲
伍
拾
捌
束
参
把

（
四
）

租
伍
拾
貳
束
○
○
○
壱
佰
壱
拾
参
把

用
伍
拾
肆
束
（
祭
神
肆
束
祗
當
酒
料
伍
拾
束
）

残
伍
拾
陸
束
参
把
云
云

新
抄
勅
格
符
抄
曰
菟
足
神
十
三
戸
（
大
和
八
戸
尾
張
五
戸
）

東
大
寺
古
文
書
（
正
歴
二
年
三
月
十
二
日
大
和
大
掾
五
百
井
東
市
正
花
押
）
中
ニ

春
日
庄
肆
町
伍
阪
云
云
参
町
伍
阪
佰
捌
歩
称
菟
足
社
田
云
云

以
上
ノ
外
不
詳

（
二
）
神
領
ニ
関
ス
ル
舊
幕
府
時
代
ノ
朱
印
墨
印
等
ノ
寄
附
文
書

ナ
シ

（
三
）
攝
家
以
下
人
民
ヨ
リ
御
供
料
、
湯
立
料
、
日
供
料
、
年
中
行
事
料
、
臨
時
祭
料
、
放
生
會
料
、
朔
幣
料
、
ト
稱
ヘ
テ
寄
附
セ
シ
土
地
及
其

徳
川
幕
政
ノ
頃
ニ
至
リ
法
華
寺
々
領
二
百
二
拾
石
ノ
内
当
社
ハ
二
十
石
分
献
セ
ラ
レ
幕
末
ニ
及
ヒ
維
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新
ニ
至
レ
リ

近
衛
家
其
他
武
家
等
ヨ
リ
奉
献
寄
附
等
度
々
ア
リ
タ
ル
ト
言
傳
ル
モ
徴
ス
ベ
キ
記
録
ノ
傳
ル
モ
ノ
ナ
ク
数
額

不
詳
ナ
リ

（
第
十
一
）
氏
子
區
域

（
一
）
元
神
社
所
属

氏
子
區
域

町
村
名
戸
数

（
二
）
舊
氏
子
區
域
ト
現
在
ノ
氏
子
區
域
ト
ノ
異
同

氏
子
區
域
ハ
現
今
ノ
佐
保
村
大
字
法
華
寺
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
平
城
朝

時
代
及
平
安
朝
ノ
初
期
時
代
ニ
ハ
法
華
寺
村
ノ
地
タ
ル
ヤ
普
通
ノ
民
家
ア
ル
ナ
ク
当
社
々
地
及
法
華
寺

海
竜
王
寺
阿
閦
寺
等
ノ
堂
塔
伽
藍
高
官
ノ
邸
殿
薗
林
等
ナ
リ
シ
ガ
如
シ
然
ル
ニ
時
勢
ノ
遷
移

諸
寺
ノ
堂
塔
邸
殿
等
ハ
或
ハ
廃
滅
又
ハ
縮
小
シ
田
園
耕
地
ト
ナ
ル
ニ
及
ヒ
農
家
漸
々
建
列
シ
遂
ニ

部
落
ヲ
成
シ
法
華
寺
村
ヲ
形
成
ス
ル
ニ
至
レ
リ
此
時
代
タ
ル
ヤ
法
華
寺
ノ
勢
長
旺
盛
ニ
シ
テ
寺
號
ヲ

以
テ
村
名
ヲ
称
シ
当
社
ノ
如
キ
ハ
法
華
寺
大
神
ト
奉
稱
シ
社
費
ハ
同
寺
々
領
ヲ
以
テ
支
辨
セ
ラ
レ

ツ
ヽ
ア
リ
キ
随
テ
法
華
寺
一
円
ハ
皆
当
社
ノ
氏
子
ナ
リ
キ
降
テ
徳
川
幕
政
ノ
頃
ト
ナ
リ
徳
川
氏
ハ
法
華
寺
ニ

二
百
二
十
石
ヲ
寄
附
シ
寺
領
ト
ス
元
禄
十
五
年
調
ノ
大
和
國
卿
帳
ニ
ヨ
レ
ハ
法
華
寺
石
高

一
千
八
十
一
石
九
斗
余
ニ
シ
テ
内
二
百
二
十
石
法
華
寺
百
石
海
竜
王
寺
三
百
八
十
石
春
日
衆
徒
其
他
四
百
八
十
一

石
余
ハ
十
三
個
ノ
寺
院
ニ
テ
大
ハ
七
十
石
小
ハ
拾
石
等
皆
寺
院
ノ
分
領
地
タ
リ
キ
是
等
ノ
寺
院
ハ
各

支
配
人
ヲ
置
キ
自
領
ヲ
督
セ
リ
此
頃
尚
法
華
寺
ノ
威
勢
旺
ニ
シ
テ
寺
家
ハ
是
ヨ
リ
其
領
民
ノ
驕
勢
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又
盛
ニ
シ
テ
常
々
他
領
民
ヲ
壓
シ
紛
議
ノ
絶
ユ
ル
事
ナ
ク
延
享
寛
延
ノ
頃
ニ
民
紛
其
極
ニ
達
ス
特
ニ
祭
礼
ノ

時
ノ
如
ニ
至
テ
ハ
當
社
ノ
法
華
寺
々
領
内
ヨ
リ
維
持
奉
齋
費
ノ
寄
附
セ
ラ
レ
ツ
ヽ
ア
ル
ノ
故
ヲ
以
テ

一
層
驕
傲
然
ト
是
ニ
臨
ミ
著
シ
キ
階
級
ヲ
設
ケ
他
領
民
ヲ
壓
ス
故
ニ
最
互
紛
難
累
年
益

紛
糾
シ
時
司
吏
モ
大
ニ
困
セ
シ
旨
傳
ヘ
リ
於
爰
互
ニ
相
協
議
シ
法
華
寺
々
領
以
外
ノ
民
戸
ハ

當
社
ト
絶
チ
海
竜
王
寺
境
内
ナ
ル
現
今
村
社
春
日
神
社
ノ
氏
子
ト
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
是
実
ニ
寛
延
二
年

事
ナ
リ
ト
ゾ
故
ニ
法
華
寺
村
今
ノ
大
字
法
華
寺
ニ
シ
テ
春
日
神
社
ノ
氏
子
ト
ニ
非
ズ
民
戸
ハ
当
社
ノ

氏
子
ナ
レ
ル
ヨ
リ
寛
延
ノ
昔
モ
現
今
モ
氏
子
區
域
ニ
於
テ
ハ
異
ル
如
ナ
キ
モ
氏
子
ノ
戸
数
激
減
シ
今
ヤ

氏
子
ハ
僅
カ
三
十
六
戸
（
大
字
ノ
十
分
ノ
三
）
ア
ル
ノ
ミ
因
ニ
氏
子
分
離
ノ
寛
延
二
年
ヨ
リ
今
日
ニ
至
ル
百
六
十
四
年
也

（
三
）
舊
氏
子
ヨ
リ
一
年
間
ニ
献
納
セ
シ
金
穀
雑
品
凡
ソ
何
程

旧
氏
子
ヨ
リ
献
納
セ
シ
金
品
等
ノ
数
額
確
ニ
知
ル
能
ハ
ズ

（
第
十
二
）
舊
神
職

（
一
）
神
職
ノ
家
系
及
白
河
家
吉
田
家
神
職
ノ
區
別

創
祀
以
降
何
人
ガ
神
職
ナ
リ
シ
ヤ
又
其
員
数
職
名
等
文
書
傳
説
等
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
知
リ
難
シ

東
大
寺
古
文
書
中
ニ
（
前
畧
）
菟
足
社
司
大
中
臣
良
實
逓
守
又
仵
雑
務
為
藤
原
扶
高

二

一

従
去
年
被
進
退
者
云
云
ト
ア
ル
モ
是
等
ノ
人
ハ
如
何
ナ
ル
干
係
ア
リ
シ
ヤ
絶
チ
知
リ
難
シ
徳
川
幕
政
ノ

二

一
二

一

頃
ニ
至
リ
法
華
寺
附
属
ノ
寺
臣
ノ
老
者
ガ
奉
仕
セ
リ
ト
傳
フ
ル
ノ
ミ
随
テ
本
第
十
二
項
ノ
適
記
ニ
價
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ

（
二
）
神
職
家
ト
祭
神
又
ハ
神
社
ト
ノ
関
係

○
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（
三
）
神
職
ノ
家
柄
沿
革
盛
衰

○

（
第
十
三
）
祭
祀
行
事

（
一
）
其
神
社
ニ
限
レ
ル
特
別
ナ
ル
祭
儀
年
中
行
事
一
社
相
傳
ノ
舞
楽
、
神
楽
歌
及
祈
祷
法
、
禁
厭
法

一

御
手
始
式

二
月
二
十
七
日

社
頭
ノ
老
榊
樹
ニ
鬼
ト
書
タ
ル
的
ヲ
掲
ケ
氏
子
ノ
長
老
者
交
々
弓
箭
ヲ
射
之
年
中
悪
鬼
ヲ

拂
フ
ト
古
来
言
傳
フ
（
尤
此
日
祭
典
行
フ
）

一

神
前
角
力

例
祭
日
ノ
前
夕

時
刻
ニ
神
前
中
門
外
ニ
木
刀
二
本
組
合
セ
置
ク
角
力
手
（
氏
子
当
番
）
二
人
木
刀
前
ニ
参
シ
一
揖
東
西
ニ
分
レ

各
敵
手
ニ
其
体
力
ノ
偉
大
ヲ
示
ス
腕
ヲ
扼
シ
肘
ヲ
撫
シ
足
力
ヲ
示
シ
ツ
ツ
其
威
力
ヲ
示
ス
ノ
ミ
ニ
シ
テ
實
際
ノ

力
ヲ

セ
ズ
此
時
「
ヨ
イ
々
々
々
々
」
ノ
掛
声
ヲ
相
圖
ニ
直
ニ
木
刀
ヲ
採
リ
参
篭
所
ニ
馳
入
ル
最
先
ニ
入

シ
方
ヲ
勝
ト
ス
是
ヲ
相
撲
ト
云
ヒ
神
前
ニ
三
度
行
之

續
テ
小
相
撲
ヲ
行
フ
前
ト
同
場
所
ニ
テ

當
番
ノ
児
童
實
際
ノ
角
力
ヲ
行
フ
奉
三
番

是
等
ノ
角
力
ニ
付
キ
氏
子
ノ
祭
事
當
家
ヨ
リ
各

角
力
手
褌
一
本
宛
供
ス
ル
ヲ
例
ト
セ
リ
此
角
力
ハ
神
慮
ノ
角
力
ト
言
傳
ヘ
往
古
ヨ
リ
行
之
以
テ

神
慮
ヲ
慰
メ
奉
ル

一

宮
座

六
月
一
日

九
月
一
日

例
祭
前
日

宮
座
祭
ト
云
ヒ
氏
子
男
子
社
参
シ
宮
座
ニ
参
集
年
齢
順
ニ
着
座
シ
神
酒
ヲ
拝
載
シ
神

徳
ヲ
尊
ミ
辱
和
気
坐
ニ
充

一

参
篭

毎
年
大
晦
日
ヨ
リ
翌
元
三
日
ノ
間

二
月
一
日

節
分
当
日
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昼
夜
社
頭
ノ
参
篭
所
之
爐
ニ
暖
火
ヲ
焼
キ
氏
子
ノ
老
若
随
意
ニ
社
参
シ
爐
ヲ
囲
ヒ
暖
ヲ
採
リ
ツ
ヽ

神
徳
ヲ
称
奉
リ
或
ハ
年
ノ
豊
凶
農
作
ノ
模
様
又
ハ
四
方
山
ノ
雑
談
ヲ
為
シ
喃
々
嬉
々
慈
母
ノ

愛
懐
ニ
在
ル
ガ
如
キ
光
景
ニ
シ
テ
参
ル
モ
ノ
ア
リ
下
向
ス
ル
者
ア
レ
ハ
其
素
朴
ノ
状
昔
ニ
不
変
頗
ル

美
シ
キ
事
ニ
コ
ソ

（
第
十
四
）
神
社
祭
神
関
係
土
地

（
一
）
神
社
ノ
四
圍
山
川
畑
原
野
等
ノ
名
稱
小
字
（
及
平
面
略
圖
添
付
ノ
コ
ト
）

東
、
旧
名
櫻
梅
谷
現
字
西
裏
田
ノ
田
地

旧
法
華
寺
堂
塔
跡

南
、
同
上

西
、
旧
當
社
々
地
現
今
当
社
所
属
田
地
平
城
宮
跡
東
隣
ノ
地

北
、
東
南
ニ
同
シ

（
二
）
神
社
ノ
附
近
或
ハ
遠
隔
ノ
地
ト
雖
モ
其
神
社
祭
神
等
ニ
関
係
ア
ラ
ン
ト
思
ハ
ル
ル
土
地
名
稱

一
薦
枕
川
仮
ニ
古
毛
川

現
社
地
ノ
南
約
一
丁
ノ
如
ク
流
ル
ヽ
川
（
第
二
十
一
項
ニ
詳
記
）

一
春
日
ノ
庄

在
昔
當
社
々
領
地
（
同
上
）

一
佐
保
村
大
字
法
蓮
ト
當
大
字
ノ
境
界
辺
ノ
小
字
雨
多
利
（
同
上
）

一
平
城
宮
跡
ノ
東
上
ノ
流
レ
下
ノ
流
レ
ノ
地
（
同
上
）

（
第
十
五
）
氏
子
村
落
内
ノ
習
俗

舊
氏
子
村
落
内
ニ
於
ケ
ル
祭
神
神
社
及
祭
事
等
ニ
関
係
ア
ル
特
殊
ノ
習
慣
風
俗

前
々
項
所
載
ノ
宮
座
参
篭
等
ノ
美
風
今
ニ
傳
ル
外
習
俗
ノ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
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同
北

地田田裏西字現谷梅櫻字旧

末
社

家

本

殿

長門

末
社

社
務
所

当
社
所
属
用
地
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（
第
十
六
）
神
社
及
舊
神
職
家
ニ
傳
来
ノ
寶
物
古
文
書

神
祀
及
社
家
ニ
傳
来
セ
ル
寶
物
ノ
品
目
古
文
書
ノ
文
言
及
年
代

何
物
モ
不
傳

（
第
十
七
）
本
社
・
境
内
外
社
ノ
関
係

本
社
ト
攝
末
社
ト
ノ
関
係

境
内
末
社

天
鈿
女
神
社

祭
神

天
鈿
女
命

同

猿
田
彦
神
社

祭
神

猿
田
彦
命

同

手
力
男
神
社

祭
神

手
力
男
命

同

大
宮
媛
神
社

祭
神

大
宮
媛
命

同

豊
岩
窓
神
社

祭
神

豊
岩
窓
命

（
第
十
八
）
舊
神
社
附
属
寺
院

（
一
）
神
社
ニ
附
属
シ
テ
神
宮
寺
某
院
ナ
ド
稱
セ
ル
寺
院
ア
リ
シ
由
来

法
華
寺
ト
ノ
関
係
ハ
上
来
記
ス
ル
ガ
如
キ
モ
同
寺
ハ
當
社
ノ
附
属
寺
院
ニ
非
ズ
本
社
ノ
氏
子
ナ
リ
キ

（
二
）
社
僧
ア
リ
シ
モ
ノ
ハ
其
由
来

中
世
法
華
寺
ノ
尼
僧
奉
仕
セ
シ
旨
傳
ル
モ
其
年
代
員
数
由
来
等
詳
ナ
ラ
ズ

（
第
十
九
）
現
在
維
持
状
況

（
一
）
氏
子
崇
敬
者
戸
數

氏
子
参
拾
六
戸

（
二
）
基
本
財
産



- 14 -

（
一
）
不
動
産

田

五
段
参
畝
拾
壱
歩

一
千
〇
百
六
十
二
円

（
二
）
有
價
証
券
現
金

現
金

一
八
、
八
五
五

郵
政
官
署

（
三
）
社
入
總
高
其
區
分
并
經
費
支
出
方
法

収
入

支
出

社
入
金

一
円
四
拾
銭

祭
典
費

金

拾
九
円
弐
拾
銭

神
饌
幣
帛
料

拾
五
円

俸
給
及
雑
給

金

廿
六
円
弐
拾
銭

氏
子
課
出
金

弐
拾
円
六
拾
四
銭

社
廰
費

金

参
百
拾
四
円

諸
寄
附
金

拾
五
円

神
職
管
理
所
費

金

参
円
八
拾
銭

予
備
費
積
立
金

（
四
）
神
社
ニ
對
ス
ル
其
ノ
地
方
人
民
崇
敬
ノ
現
状

往
々
社
参
ス
ル
者
ア
リ
稍
々
崇
敬
心
厚
ガ
如
シ

（
第
二
十
）
神
社
恒
例
祭
日
神
職
奉
仕

（
一
）
神
社
主
恒
例
祭
日

新
年
祭

二

月
十
七
日

新
嘗
祭

十
一
月
廿
三
日

例

祭

十

月
十
一
日

年
越
祭

節
分
当
日
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御
弓
始
祭

二

月
二
七
日

宮
座
祭

六
月
一
日
、
九
月
一
日
、
例
祭
前
日

（
二
）
神
職
奉
仕

神
職
ハ
法
令
慣
令
ニ
ヨ
リ
厳
粛
ニ
奉
仕
ス

（
第
二
十
一
）
雑
載

（
一
）
調
査
上
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
言
傳
異
説
等
詳
記
欄

一

當
社
主
神
ヲ
薦
枕
高
御
産
拪
日
神
ト
奉
稱
ノ
事
ハ
三
代
實
録
ニ
ヨ
リ
曰
、
貞
観
三
年

授
法
華
寺
従
三
位
薦
枕
高
御
産
拪
日
神
正
三
位
ト
ア
リ
此
薦
枕
ノ
奉
辞
タ
ル
ヤ
今

當
社
地
ノ
南
約
一
丁
ノ
所
ヲ
南
ヘ
流
ル
ヽ
川
ニ
シ
テ
俗
是
ヲ
古
毛
川
ト
云
フ
往
古
ハ
当
社
地
ヨ
リ
流
出
シ
川

ニ
シ
テ
社
地
ノ
是
レ
及
シ
事
明
ナ
リ
舊
迹
考
ニ
薦
枕
川
仮
ニ
古
毛
川
ト
い
ふ
水
上
は
法
華
寺
よ
り

出
て
南
に
な
が
れ
ゆ
く
六
條
大
路
の
東
に
高
橋
あ
り
西
に
薦
川
の
橋
あ
り
ト
見
ユ
法
華

寺
ハ
當
社
々
地
ヲ
侵
シ
テ
建
立
セ
ラ
レ
シ
事
ハ
次
ノ
記
事
ノ
如
シ

一

大
字
法
蓮
當
大
字
境
界
小
字
雨
多
利
称
地
谷
森
翁
山
陵
廻

日
記
ニ
古
キ
検
地
帳
を
見
侍
り
し
に
法
蓮
村
の
佐
保
田
村
と
法
華
寺
と
の
間
の
田
地
に
雨

多
利
と
書
た
る
が
見
へ
侍
る
わ
宇
奈
多
利
の
旧
迹
に
て
侍
る
云
云
ト
ア
リ
テ
今
当
社
二

町
余
東
ニ
當
ル
處
一
帯
ナ
リ
又
当
社
地
西
北
一
帯
ヲ
上
ノ
流
レ
下
ノ
流
レ
ト
今
ニ
云
傳
フ
古
ハ
上
ノ
多

利
下
ノ
多
利
ト
云
ヒ
シ
ト
カ
ヤ
即
流
ハ
古
俗
之
ヲ
多
利
ト
云
ヘ
リ
依
之
観
之
往
古
當
社
々
地
ハ
上
記
ノ

東
ハ
雨
多
利
ヨ
リ
西
ハ
多
利
ニ
及
ヒ
南
ハ
薦
枕
川
ニ
及
シ
ガ
如
シ
又
孝
謙
天
皇
ノ
皇
宮
ノ
当

社
内
ニ
ア
リ
シ
事
昔
ヨ
リ
考
フ
ル
モ
社
地
ノ
廣
大
ナ
リ
事
想
像
ス
ル
ニ
難
カ
ラ
ズ
記
シ
テ
以
テ
後
考
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ニ
供
ス

（
二
）
舊
慣
神
社
座
組
織
其
座
中
年
長
者
一
老
二
老
三
老
謂
或
神
主
等
稱
祭
典
始
其
他
神
社
事
務
関
係
風
習
有
由
来
傳
説
詳
記
欄

宮
座
ノ
事
ハ
第
十
二
項
ニ
ア
リ
此
座
ノ
慣
例
タ
ル
ヤ
氏
子
ノ
男
子
ノ
ミ
ニ
シ
テ
其
席
次
ハ

年
齢
ノ
高
下
ニ
ヨ
ル
、
最
高
齢
者
ヨ
リ
以
下
四
人
ヲ
上
座
衆
ト
唱
ヘ
一
年
宛
ノ
輪
番
ヲ

以
テ
神
社
ノ
掃
除
、
献
燈
等
ヲ
為
シ
現
今
ノ
制
ノ
設
ケ
ラ
ル
ヽ
迠
ハ
之
ヲ
神
主
ト
称
シ
恰
モ

神
職
ノ
如
ク
奉
仕
セ
リ
ハ
此
由
来
タ
ル
ヤ
何
時
代
ノ
頃
ナ
ル
ヤ
詳
ナ
ラ
ザ
ル
モ
幕
末
ノ
頃
ヨ
リ
ト
カ
ヤ
云
者
ア
リ
氏
子
ハ
氏
神
ト
ハ
親
子
ノ

如
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
其
長
老
者
即
最
高
齢
者
ハ
先
ツ
其
長
子
ナ
リ
因
テ
奉
仕
ニ
與
レ
リ
ト
言
傳
フ

（
三
）
其
他
調
査
上
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項

東
大
寺
古
文
書
中
左
記
事

正
歴
二
年
三
月
十
二
日
大
和
大
掾
五
百
井
東
市
正
藤
原

花
押

國
使
謹
牒

東
大
寺
衙

(
四)

(
五)

欲
被
相
對
験
辨
定
御
寺
所
領
春
日
庄
肆
町
玖
段
称
菟
足
社
並
喜
多
院

レ

下
二

一
中

二

一

相
昉
興
福
寺
状

上

参
町
伍
段
佰
拾
捌
歩
稱
菟
足
社
田

二

一
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「
ま
ち
づ
く
り
マ
ッ
プ
・
光
明
皇
后
ゆ
か
り
の
ま
ち
法
華
寺
町
」
の
作
成
に
当
た
り
、
「
法
華
寺
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
な
ら
・
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
奈
良
県
）
」
が
協
働
で
編
集
作
業
を
行
っ
た
。

大
正
四
年
五
月
水
村
社
掌
調
査
に
か
か
る
文
書
を
駿
河
弥
市
郎
氏
が
筆
写
し
た
も
の
（
写
）
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
が
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
関
連
し
て
佐

保
村
の
史
実
を
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
に
て
調
査
（
歴
代
村
長
等
）
す
る
過
程
で

「
佐
保
村
各
神
社
由
緒
調
査
書
」（
添
上
郡
役
所
）

添
上
郡

大
正
四
年
八
月
六
日
受

第
三
〇
九
号

が
、
貴
重
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
。

本
調
査
書
に
は
、
佐
保
村
内
の
「
狭
岡
神
社
」
外
五
社
の
由
緒
に
つ
い
て
詳
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
四
年
七
月
二
十
八
日
調
査

添
上
郡
佐
保
村
大
字
法
華
寺
字
西
裏
田

村
社

宇
奈
多
理
座
高
御
魂
神
社
調
査
書

社
掌

水
村
房
吉

調
進

が
所
載
さ
れ
て
い
た
の
で
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
の
大
宮
守
友
先
生
の
指
導
を
仰
ぎ
、
原
文
の
と
お
り
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
吉
日

鈴

木

末

一
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